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年2回実施

9時間 9時間未満

項目 採用人数

毎年2回実施

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 全社員参加型研修会

現状（2024年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

採用人数
2021年　未実施
2024年までに1～2名

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年　9時間

社内で研修会を開くことにより、ＳＤＧｓについての意識醸
成を図ることができ、目標を達成することができた。

項目
正社員一人あたりの１ヶ月の残業時
間

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

年齢を問わない中途採用の実施と雇用の確保 現状（2024年） 更新時（3年後）

年2回実施

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

2名

前期の指標に対する実績

2～3名

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認く
ださい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

正社員一人あたりの1ヶ月の残
業時間
2021年　13.05時間
2024年　10時間未満

前期の指標に対する実績

ワークライフ・バランスと一人ひとりの能力を十分発揮で
きる環境作り

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

社内のコミュニケーション活性化により、プロジェクトの生
産性が向上し目標を達成することができた。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 福利厚生や職場環境改善に取り組み、目標を達成すること
ができた。

2023年1名
2024年1名

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

弊社は、行政コンサルタントとして、これまでの経験や知見に基づき行政と地域住民がそれぞれの役割を
果たしつつ連携しながらより持続可能なまちづくりや社会づくりを実現できるよう、手厚く質の高い支援
に努めます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

SDGsについて社員一人ひとりの意識の醸成を図るため
社内で研修会を開く

全社員参加型研修会を毎年2回
実施する

年齢を問わない中途採用の実施と雇用の確保

経済

環境

事業者名 株式会社　九州みらい研究所

弊社は行政コンサルタントとして「中立な立場から多岐にわたる市町村の政策にかかる調査・研究を行い、
これまでの経験や専門的知見をもって計画策定の支援や調査業務に従事する」姿勢に基づき、産業構造
の変化や地域間格差のひろがり、環境問題、危機管理などの地域社会のさまざまな課題の解決を支援す
ることで、持続可能なまちづくりの実現を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

SDGsについて社員一人ひとりの意識の醸成を
図るため社内で研修会を開く

ワークライフ・バランスと一人ひとりの能力を十分
発揮できる環境作り


